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◆趣旨・目的 
○人口減少や少子高齢化、行政の財源縮小に伴う生活サービスの維持が今後困難になる恐れがあ

る中で、大野地区が生き残るためには、「地域の事は地域で考えて自ら行動する」姿勢を持って、 

住民主体のまちづくりを推進するための体制を整えることが重要です。 

○第１回目では住んでいる地域の魅力や気になっていることを、第２回目では地域で優先して取

り組むテーマを３つに絞り、自分たちができることは何か？を話し合いました。 

○第３回目では自分達でできることを実践していくために、担い手となる若者や女性等の洗い出

しを行い、担い手の地域行事への参加や交流の促進・機会づくりについて話し合いました。 

◆開催状況 

○日時：令和６年 12 月 9 日～令和７年 1 月 22 日まで  18 時 30 分～20 時 00 分まで 

（第６地区のみ 19 時 00 分～20 時 30 分まで） 

○参加者数：118 名 

（第１地区 21 名、第２地区 22 名、第３地区 17 名、４地区 21 名、第５地区 18 名、第６地区 19 名） 

 

 

 

 

令和６年度 大野地区地域課題解決検討会 

第３回地区別座談会の実施報告 

 

１．第３回目の開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．第３回の意見交換のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第３回の意見交換のまとめ（つづき） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○町内で若い人を出すのは難しい、第１地区全体でもできると良い。 

○若い人が若い人に声を掛ける。体協や青年会を土台に体制をつくる。 

○スポーツレクリエーションは、世代を越えて交流できる。 

○行政とタイアップして備蓄の食料で鍋をつくった炊き出し訓練は、口

コミでたくさんの人が来てくれた。地区でもできるのではないか。 

○フジバカマ・フクジュソウのプロジェクト（第２回目のアイデア）は、

今後進めていきたい。 

 

 

○長続きするための秘訣は、軸（方針）をしっかり持つこと、キーマン

は区長であり、いかに協力できる雰囲気をつくるかである。 

○課題が多く、合併も視野にいれる。コロナ後の減退を盛り返すエネル

ギーが必要。改革したことを必ず実施する。 

○分かりやすい回覧・広報を発行する。少しでも情報が伝わるように子

どもの顔を載せ、行事ごとにレポートや広報誌を配布する。 

○令和７年度に、篠座神社での住民の交流イベント（９月）、有終南小

学校の芝生を活用した第１地区・第２地区合同の防災キャンプを実施

したい。 

第１地区 意見交換の主なご意見・まとめ 

第２地区 意見交換の主なご意見・まとめ 

 
 

○育成会や青年会の奥様の交流ができると良い。女性が参加しやすいよ

うに家庭や地域のサポート・環境づくりが必要。 

○地区外から女性を派遣する団体はないのか。 

○若い人が声を出せる場がない。ニーズを拾うことが大切。一方で中学

生以上全住民アンケートの回答率が低い行政区もあるなど、そもそも

地域に興味のない人も多いのではないか。 

○みこしは若い人中心で実施している。他のイベントもやってもらえると良いが、子どものいる世代

は忙しい。やり方が分かっている・マニュアル化されているなど、ずっと続けられるような企画に

する。 

 

 

○みこしがなくなった行政区がある。合同で実施してはどうか。 

○年齢に関係なく参加できるビッグイベントを実施する。 

○人と人との交流が生まれると別のイベントが生まれるのではないか。 

○高齢者対象のサロンは頭になってくれる人が欲しい。 

○Popolo.5（ポポロファイブ）では様々なイベントを実施しているが、

町内と連携はできていない。 

○区長一人に任せず、みんなで苦労も楽しみも分け合って取り組まない

と続かない。 

 

 

○若い世代はゴールデンウイークと夏季休暇以外は仕事などで手いっ

ぱいであり、これ以上の行事を増やすのは難しい。 

○子どもは地域活動よりもスポーツ少年団などの活動が優先になる。 

○とんちゃんまつりは良かったが、イベントが長続きしない。 

○コロナ禍で育成会の活動が低調になったり、なくなった行事がある。 

○市役所周辺でのイベントが増えてきた。亀山周辺で実施して欲しい。 

○地域行事やイベントに来る人が固定化されている。 

○高齢者の集まりなど地域サロンの参加者を増やしたい。 

 

 

○子どもみこしは地区外の子どもも参加している。子どもは減っている

が、小さい子どもが楽しめるイベントにするなど楽しく続けていくこ

とが大切。チラシを３回配布するなどしつこく周知した。 

○キッチンカー（東広場）は盛り上がるので、月１回のペースで実施し

てはどうか。イベントをするには一緒に盛り上がる機運が必要。クレ

ームを言う人をどうするか。長続きできると良い 

○子どもを真ん中にみんなが繋がれると良い。 

 

第６地区 意見交換の主なご意見・まとめ 

第３地区 意見交換の主なご意見・まとめ 

第４地区 意見交換の主なご意見・まとめ 

第５地区 意見交換の主なご意見・まとめ 
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◆担い手の参加・交流促進に向けた地域行事の洗い出しとアイデア  ※参加いただいた行政区の地域行事を地区単位で取りまとめています。 

各
地
区
の
既
存
行
事 

地区 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

第
１
地
区 

○花いっぱい運動 

○ 篠 座 神 社 ま つ

り・子どもみこ

し 

○春日神社みこし 

○町内レクリエー

ション 

○一分団運動会 ○社会奉仕 ○夏祭り 

○３町合同レクリ

エ ー シ ョ ン ・

BBQ 

（ムラサキ組） 

 ○町内レクリエー

ション 

○地区運動会 

○防災訓練 

○公園・河川清掃  ○どんど焼き 

○総会 

○左義長 

○新年拝賀式 

 

第
２
地
区 

○熊野神社祭礼 

○篠座神社の春の

祭礼後の清掃 

○みこし 

○花見会 

○桜サロン 

○モルック大会 

○草刈、掃除 

○篠座神社の清掃 

○こいのぼり 

○親善スポーツ大

会（2 分団・10

町内） 

○草刈、清掃 

○草刈、掃除 

○地区掃除 

○夏祭り 

○BBQ 

○球技大会 

○彼岸祭り 

○イトヨサロン 

○親善ソフトバレ

ー大会（2 分団・

10 町内） 

○クリーンアップ 

（清掃） 

○そば会 

○親善球技大会 

○サロン 

○もちまき 

（篠座神社） 

○公園冬仕度 

○どんど焼き 

○出初式 

○新年会 

 ○清掃 

 

第
３
地
区 

○公園花苗 

○公園の草刈掃除 

○新役員会 

○子どもみこし 

○山王神社祭礼 

○公園の草刈掃除 

○ゴミステーション

色ぬり（青年会） 

○公園の草刈掃除 

○河川の清掃 

○公園の草刈掃除 

 

○サマーフェスタ 

○BBQ 

○公園の草刈掃除  ○役員会 ○もちつき大会 ○新年会 

○総会 

 

○どんど焼き 

○お焚き上げ 

○総会 

第
４
地
区 

○役員会 ○日吉神社祭礼・

みこし 

○町内会の食事会 

○明友会・花見会 

○河川の清掃 

○草刈 

 

○盆踊り（横町）  ○BBQ ○明友会・忘年会 

 

○もちつき ○火伏の祈祷 ○BBQ  

第
５
地
区 

○定期総会 

○古紙回収 

○BBQ・懇親会 

○清瀧神社祭り 

みこし 

○子どもみこし 

○公園・新堀川清  

 掃 

○社会奉仕 

○新堀川清掃 

○社会奉仕 

○ お 楽 し み 会 ・

BBQ 

○公園清掃 

○納涼会・子ども

祭り 

○夕涼み会 

○新堀川清掃 

○古紙回収 

○亀山観音祭礼 ○公園・新堀川清  

 掃 

○社会奉仕 

 ○雪囲い 

○古紙回収 

○新年会 

○鎮火祭 

○安全祈願祭・

懇親会 

○火伏 

○町法事 

○総会 

第
６
地
区 

○山王公園の清掃 

（若者中心） 

○花見 

○総会 

○廃品回収 

○山王公園の清掃 

（老人会） 

○清瀧神社祭礼 

○子どもみこし 

○BBQ 

○日帰り旅行 

（女性） 

○山王公園の清掃 

（若者中心） 

 

○山王公園の清掃 

（老人会） 

○社会奉仕 

○廃品回収 

○山王公園の清掃 

（若者中心） 

○地蔵盆 

○石灯篭祭り 

○カッパ天国 

○社会奉仕 

○山王公園の清掃 

（老人会） 

 

○山王公園の清掃 

（若者中心） 

 

○山王公園の清掃 

（老人会） 

○女性会の食事会 

○廃品回収 ○新年会（女性） ○新年会 

○火伏の祈祷 

 

 

○社会奉仕（公園・河川清掃など） ※数か月に１回 

○ラジオ体操 
○おはようマラソン ○有終南小学校 南っ子イルミネーション 

○レクリエーション 
フェスティバル 

ムラサキ組は、青年会や壮年会を中心

に、住民同士のつながりができてい

る。新型コロナウイルス感染症の流行

が落ち着いてから実施している。 
昨年から若い人を入れた実行委員をつくった。学校で

実施しているため、児童や親にも関わってもらえる。 

秋吉を呼び、若い人の参加が増えた。子どもが楽

しめるイベントにすると親も参加してくれる。 

○ラジオ体操 

○見守り活動（通年）   ○エコ活動（有志で資源活動を実施：偶数月）  ○キッチンカー（不定期） 

○納涼会 

○総会 

○防災訓練 
 

消火栓の点検の実施や若い人の

参加率が低い行政区ある。 

子ども向けのビンゴ大会も実施。若い人が来るイベントにしたい。

各町内では少なく、集まって考えるべき。段取りや片付けの負担

を小さくする。全体でやるなら熊野神社でできるのではないか。 

○ラジオ体操 

○夏祭り・夕涼み会 

○長生会サロン（年 10 回）  ○消防ポンプの点検（毎月） 

○かがやきの会レクリエーション 
○運動会（有終東小学校） ○左義長祭り 

○町法事 

出身者も参加可能な行政区がある。 

左義長祭りの代わりに３年前か

ら女性有志で始まった。親子連

れで参加している。 

合 同 で で き る と 良

い。まずは一緒にで

きることから行う。 

○ラジオ体操 ○防災訓練（８月、10 月もしくは 11 月） 

○卓球教室（週１回） 

○役員会 

○総会 

○新年会   ○町法事 大学生中心でウェルカムな雰囲気。 
女性中心で実施

している。 

○レクリエーション 
○ラジオ体操 
○BBQ 

○雪落とし 

○お清水の清掃（通年：毎週日曜日） 

地区外の子ども

の参加可能。 

これまでに５回ほ

ど開催し、若者がた

くさん来ている。 

○ラジオ体操 

○ハロウィン・流しそうめん
（育成会） 

○町法事 
○総会 複数の行政区

合同で実施し

ている。 

若い人が増えてきた。世代間交流

を図っている。若者も高齢者も楽

しんで来ている。チラシを作って

配っている。 

商店街で一緒に実施している。隣町

からたくさん来る、育成会と合同で

実施している。 

○町法事 

○BBQ 

複数の行政区合同で実施している。 


